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研究の特色，成果の特色（ワンポイントチャーミング）：
本研究は、自然科学を学習するために計算機シミュレーションを効果的に、そして、気軽に利用できる環境を明らかにすることを目的とする。このため、高校レベルの「物理教育」を主な対象に、概念の理解と習得を助けるに最適な教材の開発を行っている。また、計算機シミュレーションの進展に伴って、従来とは異なった自然科学へのアプローチの重要性を明らかにした「複雑系の科学」についても、これを高校生のレベルでどのように理解するべきかについて試行的なコースを構成し研究を進めている。これら具体的な教材の研究と同時に、電子教材開発と授業利用のために必要な支援体制を構築し、最新の内容を維持すると共に継続的な教材開発のための措置を明らかにすることが本研究の特色である。
本研究では、多くの教室環境で対応可能であり、ファイルサイズも小さいFlash（Macromedia社）を採用し、シミュレーション教材を作成してきた。高校向け物理の各カテゴリーをカバーする形で、可視化、アニメーション化、操作性の導入による教育効果を考慮しつつ教材開発を進め、現在、約５０種類の教材を公開している。さらに、教材のいくつかは、高等専門学校での授業の中で利用してもらい、評価、更新することでその完成度を高めている。なお、計算機シミュレーションの定性的な理解にとどまる事なく、物理的考え方の本質を掴むため、授業の際には自然のモデル化、モデルのデジタル表現、解析アルゴリズムについても可能なかぎり触れるようにしている。
ネットワーク環境は、開発した教材の配信を行うだけでなく、グループで教材開発を進める上での情報共有とコミュニケーションにおいても重要な役割を果たすことが可能である。本研究では、Wikiを利用することで教材開発支援サイトのプロトタイプを構築し、教材開発者（大学院生）の育成と実際の開発作業を行っている。Wiki では、サイトにアクセスした誰もが教材ファイルをアップロードできるのはもちろん、簡単な操作でページの追加、変更ができる。これ教材開発基盤として利用することで、Wikiの教材開発と評価に対する有効性を明らかにしてきている。
